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は じめに

　果物， 果実 とい うと， リン ゴ や ミカ ン か らイチ ゴ，

メ ロ ン 等 多種 多様で あ るが ， それぞれ季節感が あり食

卓 を彩 る 重要 な食物 とな っ て い る。同 じ果物で も， リ

ン ゴ や ミカ ン な ど は 永年 生 の 木本 で あ る果樹の 実 で ，

こ れ らは果樹試験場の 研究対象 で ある。一方 ，イチ ゴ

や メ ロ ン な どは ， 1年生
・多年生 の 草本で ， 野菜 ・茶 業

試 験 場 の 研究対象で ある。行政面や農林統計 に お い て

も同様 に 分 けられ て い るが ， 市場や流通面 で は と もに

果実 と さ れ る 。

　果樹 ・果実を研究対象 とする農林水産省果樹試験場

が ど の よ うな研究活動 を し て い る か ， 果樹農業や 果実

消費 の 現状 と重点研究方向な ど を シ リーズ で報告 す る

こ と と し，今回 は 日本 の 果物 をめ ぐる状況 と果樹 試験

研 究体制，お よび育種研究分 野 の 成果に つ い て 述べ る 。

　1． 果樹栽培 の 状況 と果実消費

　わが 国 の 果樹の 歴 史は ， 縄文時代に さか の ぼ り，当

時 の 遺跡 か らは ク リな ど ナ ッ ツ 類 が 多数見ら れ，主食

で あ っ た と考え られ て い る。さ ら に 弥生時代 に な っ て

多 くの 果実 が 出土 して い るが ，
二 千年近 くた っ た 今 日

の 果樹栽培 の概況 を以下 に 記す。

　1） 果 樹 の 栽培状況

　江戸時代 の 紀国屋文左衛門 の ミカ ン 船 の ように 日本

在来 の ミカ ン や カ キ， リン ゴ な どが 地域的 に栽培 さ れ

流通 して い た が ， 本格 的な果樹栽培 は 明 治以降で あ り，

1870年代 に 勧業寮な ど が 欧米各 国か ら各種 の 果樹苗

木 を導入 し国内に 配布 し試作を行 な わ せ ，多様な 果樹

の栽培 が 始 ま っ た。1902年に農事試 験場園芸部 が 設立

され，試作や 収集，見習 い 生制度 に よる研究技術者 の

養成 を行 な い
， それ と前後 し各県 の 園芸 試験体 制 も

徐 々 に で き，果樹 の 展 示 が 行 な わ れ栽培普及 が 広が っ

た。果樹栽培面積は 1921年 に 10 万 ha，1939年頃 に は

14万 ha に 達 した が ，戦争突入 で 減少 を余儀 な くされ，

第 2 次大戦後，生活安定 と ともに 果樹 の 栽培面積は拡

大 し， 特 に果樹農業振 興 特別措置法 （1961）で 振興 が

図 られ 急増 した。また 水 田転作で ミカ ン や ブ ドウ な ど

が 増植 され，1969年に は 49 万 ha と ピ
ー

クに達 した 。

そ の 後 は 漸減 に 転 じ ， 特 に ウ ン シ ュ ウ ミ カ ン は 生産過

剰対策 で年々 急減 し，
1991 年 34万 ha，1996年 31 万

ha と減少が続 い て い る 。 現在の 主要果樹 の 栽 培面積 と

生産量，消費量を，表 1 に 示す e また 果実 の 総生産額

は 約 9
，
600億円 で ， 農業総産出額 の 9．2％ を占め ， 米 ，

畜産物 ， 野菜 に 次 い で い る。

　果樹 の 主産地 は，土壌 ・気象的適地や生産 の 歴史 な

ど に よっ て 樹種 それぞれ に 形成 さ れ て い る。リ ン ゴ は

青森県，オ ウ トウ ・西洋 ナ シ は 山形 県が 突出 して い る

が ，
ブ ドウ，

モ モ ，日本ナ シ ， ウ ン シ ュ ウ ミ カ ン 等 は，

全国各地 に広が っ て お り， 特 に 傾斜 地 や 中山聞地 に お

け る 主要 な作 目と な っ て い る。

　　　　　 表 1．主要果樹 の 生産状況 と溝 費量

　　　　 栽培面積 　　生 産量 　　粗 生産額 　　購入 量
樹
1

種
　　　　　 ha　　　　 t　　　 億 円 　　kg！人 ・年
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他の カン キツ類
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バ イ ナ ッ プ ル
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　 また ，品質重視，多様化 す る需要 の 中で
，

ブ ドウ ，

ウ ン シ ュ ウ ミカン などで ガ ラス 室や ハ ウ ス 等施設栽培

が 増加 し， 品質安定や労力分散 を図 る利点 もあっ て，

そ の 面 積 は 1965年 の 405ha か ら 1997 年 に は 7，000
ha を超 え， 雨 よけ も含め る と 12，400ha，全栽培面積 の

4％ を占め て い る。

　2） 果物 の 消費動向

　国民 1 人 当 た りの 年間果 実購 入 量 は 3Gkg 強 で ，

年 々 わ ずか に 減少 して お り， 特に若年 層の 消費量は少

な く， ユ4年前 と比 較 した 減少率 も大 きい （表 2）。しか

し主要果実 の 生果 の 国内自給率は 9／％ と，新鮮 ・安全

な果実 の 需要 に 支 えられ 高水準 を維 持 して お 1）， 食味

や 季節感，健康性な どか ら ， 果物 へ の期待は大 きい （図

1）。一
方 ， 割高感や 菓子 な ど競合 食品，農薬 な どの 不

安，皮む きの 面倒 さな どが 消費の 伸び 悩み 要因 とされ

て い る。

　加工 で は ， 果実缶詰 の 国内生産 は 10年前 の 40％ 前

後 に 減 り， 加 工 向け果実生産量 は，ミカ ン 26％ ，
モ モ

表 2．世 帯主 の 年齢階層別 の 生鮮 果実購 入 量

　　　（kg〆世帯員 1 人・年）

　　　　 世 帶貝 1 人あた ワ年 間購 入 量 　　 増 減 率
年 齢層
　　　　 1980　　　1985　　　1990　　　1994　　19941198  ％

55％，リン ゴ 76％ ，
ブ ドウ 86％ と減少 して い る。こ れ

に 反 し果汁の 輸入 量 は 年 々 増大 し， 国内産果実 の 加工

向け需要 を圧迫 して い る。果実 の 輸入 は 現在 は完全自

由 化 さ れ
， 輸入量 は徐 々 に増大 して い るが ， ミバ エ 類

や コ ドリ ン ガ，グ リ
ー

ニ ン グ病や 火 傷病な ど，わ が 国

に発生 の 見 られ ない 病害 虫 の 侵 入 を防 ぐた め ，輸 入

国 ・地域 を限定 し た り，厳 し い 防疫措 置を と っ て い る 。

　 3） 果樹 農家の 概況

　わ が 国の果樹農家は，平均経営面積 65a と小規模経

営 が 大半 で ， 大規模農家は徐々 に 増加 して い る もの の ，
1ha 以 上 の 農家割合 （1997）は ， ナ シ で 29．4％ ，

］1ン

ゴ で 17．0％ ， ブ ドウ で 4．1％ ， クリ 4．2％， モ モ で ユ．5

％ と極 わず か で あ る。そ の 経営は 家族労働が主体 で，
規模の 大 きい 経営 で は 雇 用 労働 を 入 れ て い る。果樹作

は ， 通年作業や 高度な栽培 技術 を要す る こ とか ら，専

業率は 販売農家の 16％ と 米作や野菜農家よ り高い が ，

年 々 高齢化 の 進行 は 著 しい 。また，果樹の 立 地条件 は

傾斜地 が 多 く規模拡大や省力化 が 困難な条件に あ り，

農水省で は新た な果樹農業振興基本方針 （1996．12）を

策定 し，2005 年 の 生産 目標及 び近代的経営 の 基本 目標

を定め ，低 コ ス ト・省力化 と規模拡大の 促進 経営安

定 を図 っ て い る。

24 歳以下

25〜2930
− 3435
〜3940
〜4445
− 4950
〜5460
〜6465

歳 以上

25 ．030
．534
．538
．839

．942
．748

．151

．750
．6

18．623
，226

，429
．733237

．040

．550
．850
．9

9．113
．020

．227
．833
．437
．936

．539
．439
．4

8，611
．817

．522
，729
．433

．638
，040
，642
，2

34．438

．750
．758
．573

、778

．779
．078

．583
．3

平 均 　41．636 ．433 ．832 ．878 ．8
＊

総 務庁統 計曲家計調査 よ り

現状維持

程度に したい

　 33．1％

どち らか と 減 らしたい
「

い えば 　　　o．2x
したい

o％

らか とい え ば

増や したい

　 40．7罵

　　　 図 1．今 後 （2〜3年 後 ） の 果物摂 取意 向

　平 成 7 年 果 実 の 需 要 構 造 に 関す る基 本構 造調査 （1995，
中央果実基金 ｝ よ り

62 （62）

　 2． 果樹研究の 現状 と果樹試験場

　わ が 国の 果樹研究体制は，農水省 で は 果樹試験場が

唯一
の 専 門研 究機関 と し て 中核 的機 能を果 た して お

り，都道府県 に ある果樹研究機 関 ・部局や 大学など と

連携 して研 究 を推進して い る。

　 1）　わ が 国の 果樹研 究体制

　農水省果樹試験場は ，
1902 （明 治 35年）に 農事試験

場園芸部と して静岡県興津町に創設 され た の が 起源で

ある。そ の 後 ， 1921（大正 10年）に 園芸試験場 として

独 立 し，さ らに 幾 た び か の 組織再編 を経 て，1973 （昭

和 48 年）に そ菜 ・花 き部 門が 分 離 し， 「果樹に 関する

技術上 の 試験研究 ， 調査 ， 分析，鑑 定及 び講 習 を行な

う」単独 の 機関として 果樹試験場 とな り，1977 （昭和

52年）に 本場が茨城県つ くば 市に 移転 し今 日に 至 っ て

い る。

　果樹試験場は ， 対象樹種に応 じた適地 に 配置 され ，

岩手県盛岡市 の リン ゴ支場で は リン ゴ，オ ウ トウ 等寒

冷地果樹 を対象に，広 島県安芸津町 の カ キ ・ブ ドウ 支

場で は カ キ，ブ ドウ ， キ ウ イフ ル
ー

ツ を対象 に ，長崎

県 口 之 津町 の カ ン キ ツ 部 口 之津 で は カ ン キ ツ類 を対象

に，静岡県興津町 の カ ン キ ツ 部興津で は カ ン キ ツ 基 礎

研究 を， 本揚で は ナ シ，ク リ，モ モ ，ウ メ，ア ン ズ
，
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ス モ モ 等の 落葉果樹 を対象に研究 を行 な っ て い る 。

　果樹 試験場以外 の 農水省研究機関に も，北海道農業

試験場 に は厳寒地 の 果樹，四 国農業試験場 に は 傾斜地

果樹 ， 国際農林水 産業研 究セ ン タ
ー

沖 縄支所 に 亜 熱

帯 ・熱 帯及 び 外国果樹，農業生物資源 研 究所放射線育

種場 に 放射線照 射 に よ る果樹突然変異 の 誘発研究，農

業研 究セ ン ターに は果樹経営 を担 う，そ れ ぞ れ 1 つ の

研究室 が 配置され て い る 。

　また，名称は 多様で あ るが 都 道府県には果樹試験場，

園 芸試験場 ， 農業試験場 な どに 果樹研究部門が あ る、

国公私立大 で は ， 果樹主産県 に ある国立 大学に は 果樹

研 究講座が あ る が ，

一
般 に は 果樹 を専 門 とす る研 究

室 ・講座 は 少な く， 属人的な研究推進 の 感が 強 い 。

　果樹試験場 の 研究体制は，育種 ， 栽 培 ， 病害，虫害

の 4分野 を基本 と して ，
つ くば ， 盛岡 ， 安芸津，口 之

津それぞれ に 配置 し，各樹種 の 品種 育成や 生産技術の

開発 を図 る と ともに，興津 と本場 に それ ぞれ常緑果樹，

落葉果樹に対応す る遺伝資源，育種技術 ，形質発現，

品質化学 の 研究室 を配置 して い る。さ ら に ， 全樹種 に

共通な根 圏機能（土壌肥料）， 気象生態 ， 病原機能，天

敵機能の 各研究室 を本場 に 配置 して い る。本場で は，

こ れ らを育種部 ， 栽培部 ， 保 護部 の 3研 究 部 に わ け ，

他 に 研究調整
・情報 ・圃場管理 ・研修等を担当す る 企

画連絡室，事務 部 門の 総務部 を置 い て い る。

　 また 果樹 試験場 で は，果樹農業の 後継者 ・技術者 を

養成す る常 緑 果 樹 ， 落葉果樹 そ れ ぞ れ 2 年間 の 養成研

修 コ ー
ス を設 け て い る。研修生 は研究員 の 講義を受け，

圃場 で の 調査や管 理 実習 を通 じて 判断力や 技術 を習得

して い る。さ らに ， 果樹試験場 で は，日豪 などの 国際

共 同研究 ， STA フ ェ ロ
ー

の 受け入 れ，在外派遣研 究な

どを進め て お り，JICA を通 じ た 国際研 究技術協力 で

は，ブ ラ ジ ル ，ウ ル グア イ ， ネパ ー
ル

，
ケ ニ ア，ド ミ

ニ カ な どの 果樹 プ ロ ジ ェ クトに 調査 団や長
・短期 の 専

門家を派遣 し， 研修員 を受 け 入 れ て い る。

　 3， 情報 の ア ク セ ス 方法

　果樹試験場に お け る 研 究成果 は，研究論文 ， 学会 発

表 ，
マ ス コ ミへ の 発表 ， 出版 ， 技術普及誌等へ の 寄稿 ，

［
Pl
｛1種登録，特許取得等 を通 じて，積極的に で きる だ け

広範囲に 公 開公 表し利活用 を図 っ て い る D こ れ らの 窓

口 は 企画連絡室情報資料課 が 担当 して お り，そ の 概況

と ア ク セ ス の 方法 に つ い て 記す。

　 1） 果樹試験場刊行物

　果樹試験場 の 刊行物 と して は ， 原著論文 を収録 した

果樹試験場報告 （年 1 回），年度 ご との 主要 な研究成果

を選 りす ぐ っ た 果樹試験研究成果情報 （年 1 回）， 果樹

試験場 の 研 究 トピ ッ クス や諸活動 を記載 した果樹試験

場 ニ ュ
ー

ス （年 1 回）が あ る。その 他，各年度に 国及

び 公立研究機 関 で 実施 さ れ た 果樹研 究 の 概要 を ま とめ

た 果樹試験研 究成績概要集を発刊 し， 果樹試験場が主

催する課題別研究会 に 際 しては会議 資料 を作成配布 し

て い る。

　果樹試験場報告 ：果樹試験場研究者 に よる新品種 の

育成な ど諸分野 の 成果 を公表す る媒体 で あ り，か っ て

は ， A か ら D まで 本場，支場ご と に 発刊して い た が ，

1990 年
一

本化 し，1998年 か ら は 資料 や 総説 も載せ る よ

う改訂 して い る 。 和文 ， 英文 が 混在す るが
， 国外 を含

む果樹関係 の 主要研 究機 関に交換図書 と して 配布 して

い る。

　果樹試験研 究成果情報 ：年度 ご と の 試験成績 の うち

主要 な成果 は ， 推進会議 に おけ る評価 を経 た 上 で ，  

現場に お け る普及 に移 しうる 成果 ，   普及 に は至 らな

い が 技術指導の 参考 とな る成果，  研究 及 び 技術開発

に有効 な成果 ，   行政施策等 に 反 映 し うる成果 ， に 区

分 して 選択 さ れ，成果情報と して 冊子体及び竃子情報

で 公表す る。公立研究機関 の 果樹分 野 の 成果 に つ い て

も， 各地域農業試験場 に お け る推進会議 の 評価 を経 て ，

他作物関係 と一緒に 地 域 試 験 研 究成果情報 と して 公表

さ れ る 。

　果樹試験場 ニ ュ
ー

ス ：果樹 試験場に お け る研 究 トピ

ッ クス の 紹介，人事や海外活動 ， 研修 員 の 受 け入れ，

諸会議の 報告等をま とめ ， 年 1 回公刊 して い る。

　2） 学術報告

　果樹試験場に お け る ま と ま っ た 研究成果 は，各種学

会 で 口 頭やポ ス タ
ー

発表 を行 な い ，後 に 原著論文 と し

て 果樹試験場報告 ま た は 学 会 誌 に 公 表 し て お り， 品 種

育成成果は 必ず試験場報告に 登載 して い る。

　果樹研究に 関わ る 主要 な学会は ， 園芸学会 （1923年

創 立，会員数 3，DOO 名）が あり，果樹 ・野菜 ・花 き ・利

用 の 4部 門か ち構成さ れ て い る 。 春 ・秋 の 年 2 囘の 全

国大会及 び東北 ， 東海 ， 中四国 ， 北陸 ， 近畿，九 州 の

支部大会，北海道園芸研究談話会な ど が 地域 で 開か れ ，

育種 ・栽培 分 野 の 研 究成果 は 主 に こ れ らの 場 で 発表 し

て お り， 原著論文 は園芸学会雑 誌 （年 6 回発 刊）に 発

表 して い る。他に，各専門分 野 で は育種学会 ， 植物生

理 学会 ，土壌肥料学会，農業気象学会 ， 植物病理学会，

応用動 物昆虫学会，食品工業学会 な ど，国際的 に は 国

際園芸 学会 （ISHS ）， 国際カ ン キ ツ 学会 ， 国際病 理 学

会 な どに 参画 し，Scientia　Horticulturae，　Euphytica，

Hortscience等へ の 発表 を行な っ て い る。
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　 3）　技術普及誌

　研究成果 の 簡潔 な 紹 介 や 実 用 性 の 高 い 成果 な ど は
，

技術普及 誌 に 掲載 し， 生産や流通現場 へ の 普及 を図 っ

て い る 。 主要な もの で は，果実 日本 （日本園芸農 業協

同組合連合会 ， 月刊）， 果樹種苗 （日本果樹種 苗協会，

季刊），中央果実基金通信 （中央果実基金 協会 ， 年 3 回

刊）， 各県の 経 済連
・
果実連 等生産団体 の 発刊す る果樹

普 及誌 （月刊）， 農業及 び 園 芸 （養賢堂 ， 月刊），今 月

の 農業 （化 学工 業新報社 ， 月刊）等の 普及誌 が あ る。

ま た，日本農業新聞 な ど新 聞 ， テ レ ビ
， ラ ジ オ な ど の

報 道機関 に つ い て も，

一
定 の ル

ー
ル の も とに 可能な限

り積極的に研究成果 を紹介 して い る．

　 4） 情報 交換 ・会議資料

　農水省果樹試験場 で は ， 都 道府 県 の 果樹研 究機関，

大学等 との 連携 と効率的 な研究推進 を図 る た め ， 寒冷

地果樹（リン ゴ
， オ ウ トウ，セ イ ヨ ウ ナ シ な ど）， 落葉

果樹 （ブ ドウ ， ナ シ ，
モ モ

， カ キ ， ク リ，ウ メ等），常

緑果樹 （カ ン キ ツ
，

ビ ワ ）それ ぞ れ ， 年 1度 の 研究会

を開催 し，研究者間 で 研究成 果 の 情報交換 ， 時 々 の 重

点問題や研究推進方向等の検討を行な っ て い る。こ れ

らに 活用する た め ， 寒冷地果樹 ， 落葉果樹，常緑果樹

の 栽培 ，土 壌肥 料，病害，虫害 の 各分 野 ご とに ， 各年

度 に 国及 び 公立 研 究機関で実施さ れ た 果樹研 究 の 概要

をまとめ た 果樹試験研究成績概要集 を発刊 して い る。

また 系統適応性 試 験 に つ い て も毎年検討会資料 を発刊

して い る。こ れ らは ， 研究者間内部の 研究途上の 情報

交換資料 として扱 っ て い る。

　5＞ 電子媒体

　現在 ， 未完成 な部 分 も あ るが ，果 樹 試 験 場 の ホー
ム

ペ ー
ジ （http：〃 ss ．　fruit．　affrc ．　go ．　jp／new ） を開設 し

て お り， 当場 の 諸活動や全場で 12万 5干冊におよぶ 所

蔵書籍 ， 研究課題や年度 ご との 成績概要の 課 題名，育

成 品種 ，主要成果情報 な ど を提供 して い る。ま た ， E −

mail （ア ドレ ス www ＠fruit．　affrc ，　go，　jp）で意見や

質問 も受 け付け て い る。

　6） 一般公開

　果樹 試 験 場 の 本支 場 は，
一

年 を通 じて 視察 ・研修 等

に 応 じて お り，また 電話等 に よ る問 い 合 わ せ に 応 じ て

い る。また ， 本場は 筑波地区共同で 4 月の 科学技術週

間に，他 で はそれ ぞれ果実 の 実 る適期 に ， 1〜2 日の 全

場公 開目を設け て，広 く消費者 ・生産者 ・市民 との 交

流 を図 っ て い る。

4 ． 育種部門 と主要成果

果樹試験場 で は研究基本計画 （1996−2005）に お い て

4 っ の 主要研究問題 を設定 して い る。

　　 1　 果樹の 優良 品 種 及 び 台木の 育成並 び に遺伝資

　 　　 源 の 利用

　　 II　果樹の 生育 ・
品質制御機構の 解明及び高品質

　　　果実 の 安定生産 ・供給技術 の 開発

　　 HI 果樹 園 の 環境要因 の 解明及 び 制御 に よ る持続

　　　的安定生産技術 の 高度化

　　 IV　果樹 の 新機能解明 の た め の 生物工 学的技術 の

　　　開発

　 こ れ らの うち 1及 び IVに おけ る育種部門 の 主要 成果

の 概略 を記す。

　 1）　 育種研究体制

　果樹 の 育種研究は ， 優良品種 及 び 台木 の 育成 ， 効率

的交雑育種技術 の 開発 ， 遺伝 資源 の 確保及 び利用 技術

の 開発， 生物工 学的育種 技術 の 開発 ， 遺伝子情報 の 解

析及 び 発現機構 の 解明 に つ い て，育種研究室 （5），遺

伝資源研究室 （2）及 び 育種 技術研究室 （2＞を中心 に

推進して い る。

　 2）　品種育成の成果

　 品種育成 で は ， リン ゴ 「ふ じ」，ニ ホ ン ナ シ 「幸水」

「新水」「豊水」，モ モ 「あか つ き」， ク リ「筑波」「丹沢」，

ブ ドウ 「安芸 クイーン 」， カ ン キ ツ 「興津早生」「清見」

「不知火」などの 代表的優 良品種 を育成 し，最近の 5年

間 で は，リ ン ゴ 「き た ろ う」，モ モ 「あきそ ら」，カ キ

「太秋」，カ ン キ ツ 「天 草」「は る み」「天 香」等 の 優 良

品種 を育成 した （表 3）D 果樹試験場の育成品種 の栽培

面積 に 占め る割合 は，リ ン ゴ で 56．9％，ニ ホ ン ナ シ

64．5％ ， ク iJ　59．6％ に 達 して い る 。

一
方，カ ン キ ツ で

は 15．8％ ，
モ モ 14．4％ ，

カ キ L4 ％ ，
ブ ドウ O．3％ と

低 く， 民閊育種 や枝変わ りなど多様な品種が普及 して

い る。

　 また， リン ゴ ，モ モ ，カ ン キ ツ
， オ ウ トウ で は ， わ

い 性 台 木育成 に 取 り組 み， リン ゴ で は 挿 し木発根性 を

持 ち， 疫病 とリン ゴ ワ タム シ に 抵抗性 を有する わ い 性

台木 「JM 　1」 「JM 　2」「JM 　5」「JM 　7」「JM　8」を育成

し， 現在 急速 に普及 が図られ て い る。さ らに，リン ゴ ，

ナ シ
，

ブ ドウ
， カ ン キツ 等で は病害虫複合抵抗性 ， 省

力適性 を持つ 品 種 ， カ ン キ ツ で は 機能性成分 に 富む 品

種 等 を育成 中で ある。

　 3） 遺伝解析の 成果

　 リン ゴ ，ウ メ で 自家不和合 性 品 種 の 探索 を進 め ， 特

に リン ゴ で は 自家不和合性 （S）遺伝子型 の 基準 品種 を

定 め ，
こ れ に よっ て 主要品種 の S 遺伝子 型 を決定 し，

S 遺伝子 の
一部に つ い て は 短期 間 で 検定 が 可能な遺伝

子 診断法 を確 立 した 。ナ シ で は 花蕾 へ の ガ ン マ 線照 射
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表 3．果 樹 試 験 場 育成主要 品種
一覧表 （1993 年以降）

種

類
晶 　種 　名

　命 　名　 登 　録

登録番 弓
・
　　　 登録年 月

　 　 　 育　成　経 　過

交配年 　 　 交 配 組 合 せ

JM1 りん ご農林 台 9号　　1996．8． 1972　　マ ル バ カ イ ドウ × M ．9

JM7 りん ご農林 台 10号　　1996．8． 1972　 マ ル バ カ イ ドウ × M ．9
つ JM8 りん ご 農林 台 11 号 　 1996．8． 1972　 マ ル バ カ イ ドウ × M ．9

きた ろ う りん ご農林 12号　 　 ／997．8． 1976　 ふ じ × は っ あ き

ん JM2 りん ご農林 台 13 弓
．
　 1997．8． 1972　　マ ル バ カイ ドウ XM ．9

JM5 ワん ご農林 台 14．号　　1997．8． 1972　 マ ル バ カ イ ドウ × M ．9
ご

ち　 な　 つ りん ご 農林 15 号 　 　 1998．8． 1972　 あ か ね x ア
ー

リ
ー・プ レ イズ

こ うた ろ う りん ご 農 林 16 号　　　1998．8． 1976　 ふ じ x は つ あ き

な
し

あ き づ き な し農 林 19号　 　 　 1998．8 ． 1985　 エ62−29X 幸水

も あ き そ ら もも農 ホ木21 号　　　　　　1993，7． 工973　 曲 野 白桃 × あか つ き

も も ち つ き もも農添木22号　　　　　　工997．8． 1985　 153−5x139−28

す
も
も

ハ ニ ーロ ーザ

ハ ニ ーハ ート

す も も農林 1号 　　　 1994．8．

す もも農材こ2 号　　　　　1995．9．
1972　 ホ ワ イ トプ ラム の 自然交雑実 生

1973　 ソ llダム × 西 田

う 加 賀 地 蔵 うめ 農林 1号 　　　　1997．8． 1973　 白加賀 × 地 蔵梅

め 八 　　 　郎 うめ 農林 2号 　　　　 1997．8． 1973 　 地蔵梅 の 自然 交雑実生

丹 　　 　麗 カ、き農乖木5 号 　　　　　　　　ユ993．7． 1978　 興津 2号 X 興 津 15号
か 錦 　 　 　繍 力

丶き農 ；卜木6 号　　　　　　　1993．7． 1978　　　　　　　〃　　　　　×　　　　　〃

き 太 　 　　秋 か き農林 7 号　　　　1994．8． 工977　 富有 × IIiG−16

夕　 　 　紅 か き農林 8 号 　 　 　 　1997．8． 1970　 松本早生 富有 × F −2

ぶ
サ ニ

ール ージ ュ ぶ ど う農林 15号　 　 1997，8． 1977　　ピ オ
ーネ × レ ッ ドパ ー

ル

“
と・
つ

ダ
ー

ク l！ッ ジ

ハ ニ
ー

ビ
ー

ナ ス

ぶ ど う農林 ／8 号　 　 1998．8．

ぶ ど う農 林 19 号　 　 1998．8．
1975　 巨峰 x301 −1
1980　 紅瑞 宝 × オ リン ピ ア

サ ザ ン イ エ ロ
ー タン ゼ ロ 農林 3 号　 　 1993．7． ユ966　 谷 川文 旦 × 無核紀州

サ ザ ン レ ッ ド み か ん農林 8 号 　 　 　1993．7． ユ974　 カ ラ x ポ ン カ ン

は れ や か み か ん農 林 9 号　　 　 1994．8． ユ972　 ア ン コ
ー

ル X 中野 3号 ポ ン カ ン

か
ミホ コ ール み か ん農 林 ユ0号 　　 　1994、8． 1974　 三 保 早生 × ア ン コ

ー
ル

陽　 　 　香 み かん農 林 11号 　　 　1995，9， 1972　 清 見 × 中野 3 号ポ ン カ ン

ん
は　 る　 み み か ん農林 12 冒

．
　　 1996．8 ． 1979　 清 見 × ポ ン カ ン 「F−2432」

き

　 b
天 　 　 　香 み か ん農 林 13号 　 　 工996．8， 1974　 三 保 早生 × ア ン コ ール

つ 天　 　 　草 タン ゴ ー
ル 農林 5 号　 1993．7． 1982　 〔清見× 興津早生 ）X ペ ー

ジ

〔ミネ オ ラ × ク レ メ ン テ ィ ン ）

朱 　　　見 タ ン ゴ ー
ル 農林 6 号　　1996．8． 1975 　 清 見 × セ ミ ノ

ー
ル

西　之 　香 タ ン ゴ ー
ル 農林 7号　　1997．8． 1972　 清見 x トロ ピ タオ レ ン ジ

せ 　 と　 か タ ン ゴ ー
ル 農林 8号　 1998．8． 1984　 （清見 × ア ン コ

ール ）x マ
ーコ

ッ ト

に よ り変 異 した 自家和合性遺伝 子 の 選抜を行 い ，無核

性 が 重要形質で ある カ ン キ ツ で は 雌性 及 び雄性不稔系

統 の 探索 と遺伝様式の 解明 を行 っ た 。 ま た ， 幼樹開花

特性 を利 用 した カ ン キ ツ の 世代促進 ， リン ゴ で は幼若

期 間 の 制御 を目的 と した 花芽分裂組織決定遺伝子 の 解

析 を行 っ て い る。

　4） 遺伝資源研 究の 成果

　 中央ア ジ ア， コ
ーカ サ ス ，パ キ ス タ ン ，ス リ ラ ン カ

及 び ベ トナ ム に お い て ，野生 及 び 在来 の 果樹遺伝 資源

の 探 索を行 い ，海外 の 試 験 研 究機関か ら有用 特性 を備

え た遺伝資源 を導入 して い る。現在果樹試験場 の 本支

場で は，約 6，800品種 ・系統 の 遺伝資源 を保存 して お

り， さらに 年間 200〜500個体 を収集 して い る。こ れ ら

の 特性調査 と デ
ータベ ー

ス 化を行な い 育種 の 素材化 や

他機関 との 交換な ど有効利用 を図 っ て い る。

　5） バ イ テ ク育種 の 成果

　各樹
’
種 で果実 の 成分 ・成熟関連遺伝子 ， 病害抵抗性

関連遺伝子 ， 形態形成関連遺伝子等 の 単離，解析 を進

め，カ ン キ ツ ，リン ゴ
，

モ モ
，

ブ ドウ， キウイフ ル
ー

ツ 等 で い くつ か の 有用遺伝子 が ．単離 さ れ て い る。ま た，
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遺伝 子 組換 え 技術 を確 立 し，キチ ナ ー
ゼ 遺伝子導入 な

どに よ る病害抵抗性付与を目的とした形質転換体等 を

得て い る。

　カ ン キ ツ ，モ モ ，ナ シ で は ゲ ノ ム 解析 を開始 し， 遺

伝子地図や発現遺伝子 の 大量解析に取 O組 ん で お り，

カ ン キ ツ とモ モ の 果実 に 由来する多量 の 遺伝子 を獲得

し，モ モ や ナ シ で は DNA マ
ーカー

を張 り付 けた遺伝

子地 図を作成 し，カ ン キ ツ 類で は，蛍光染色法 に よ り

染色体 の 識別 ・同定が 可能に な り， 物理 地図作成 を図

っ て い る。

　 6）　今後の 重点方向

　果樹農業 の 発 展 と消 費 ニ
ーズ に 応 え る た め 育種分野

へ の 期待は大 きい
。 今後は ， 高品質に加え， 新 しい 機

能性成分等 を多く含む品種 ， 各種病害虫 に対 す る抵抗

性 を備えた 品種 ，人工 受粉を省略する た め の 自家結実

性 品種 や 従来 と は 異 な る樹姿 を持 つ 品種等 の 省力適性

を備 えた品種 を育成す る と と もに ， 樹勢や樹高調節を

可能に する 台木等 の 育成 を図 る。また
， 自家不和合性，

交雑不和合性等の 生殖機構 を 明 らか に し， 不和合性 の

打破技術等 を開発 し育種 に 応 用 す る 。 ま た，結実まで

の年限 を短縮するこ とに よ D ， 世代促進 ， 育種年限 の

短縮 ， 圃場労力の 軽減等を図る。

　 ス モ モ
， オ ウ トウ ， ク リな ど に お い て植物体再生技

術 を確立 し，遺伝子組換 え技術 の 開発 に 取 り組 む と と

もに，既 に作出さ れ て い る形質転換体 の 安全性 評価 ，

組換 え 体 の 生育 ・結実 を 図 り総 合 的 な 形質評価 をすす

め る。また
， 将米の 染色体地図作成に向けた染色体 の

解析 を
一層の 強化 す るとともに ， ゲ ノ ム 研究チ

ー
ム に

よ り他樹種 の ゲ ノ ム 解析 に 着手する e

66 （66）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


